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平成17年度大間町の財政状況
　平成17年度各会計の９月30日現在の予算執行状況をお知らせします。
１．一般会計予算の執行状況
　歳　　入　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

科　　　　　目 予算現計額 収入済額 収入率（％）
１ 町 税 374,669 198,048 52.9
２ 地 方 譲 与 税 37,888 20,857 55.0
３ 利 子 割 交 付 金 3,613 976 27.0
４ 配 当 割 交 付 金 942 132 14.0
５ 株式等譲渡所得割交付金 542 0 0.0
６ 地方消費税交付金 49,930 30,637 61.4
７ 自動車取得税交付金 9,908 4,209 42.5
８ 地 方 特 例 交 付 金 13,496 13,496 100.0
９ 地 方 交 付 税 1,375,363 950,894 69.1
10 交通安全対策特別交付金 316 291 92.1
11 分担金及び負担金 18,009 9,894 54.9
12 使用料及び手数料 40,419 18,218 45.1
13 国 庫 支 出 金 812,284 24,565 3.0
14 県 支 出 金 235,950 17,961 7.6
15 財 産 収 入 12,048 6,856 56.9
16 寄 附 金 1,530 1,531 100.1
17 繰 入 金 125,469 97,780 77.9
18 繰 越 金 16,687 16,688 100.0
19 諸 収 入 394,700 139,363 35.3
20 町 債 263,400 0 0.0

計 3,787,163 1,552,396 41.0

　歳　　出　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

科　　　目 予算現計額 支出済額 執行率（％）

１ 議 会 費 80,358 39,994 49.8

２ 総 務 費 737,541 241,506 32.7

３ 民 生 費 571,675 217,294 38.0

４ 衛 生 費 322,764 152,824 47.3

５ 労 働 費 3,704 1,039 28.1

６ 農 林 水 産 業 費 421,551 59,385 14.1

７ 商 工 費 243,601 24,018 9.9

８ 土 木 費 251,354 59,185 23.5

９ 消 防 費 94,781 42,483 44.8

10 教 育 費 307,025 105,706 34.4

11 公 債 費 414,328 213,527 51.5

12 諸 支 出 金 307,200 222,191 72.3

13 予 備 費 31,281 0 0.0

計 3,787,163 1,379,152 36.4

２．特別会計･企業会計予算の執行状況
　歳　　入　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　計　区　分 予算現計額 収入済額 収入率（％）
国民健康保険特別会計 807,444 202,392 25.1
海峡保養センター事業等特別会計 301,903 45,680 15.1
老人保健特別会計 515,203 192,198 37.3
介護保険特別会計 324,818 132,900 40.9
下水道事業特別会計 171,957 7,179 4.2
水道事業会計 153,227 61,685 40.3

計 2,274,552 642,034 28.2

３．町有財産の状況
種　　　　　別 現　　　在　　　高

土 地 4,385,221 ㎡
建 物 51,125 ㎡
証 券 等 547,349 千円
基 金 3,869,976 千円

５．一時借入金の現在高　　　　　　　150,000千円

６．町民負担の状況
区　　　分 予算現額 町民１人当たり １世帯当たり

町 民 税 181,984 千円 27,933 円 73,381 円
固 定 資 産 税 134,283 千円 20,611 円 54,146 円
町 た ば こ 税 49,320 千円 7,570 円 19,887 円
そ の 他 の 町 税 9,082 千円 1,394 円 3,662 円

計 374,669 千円 57,508 円 151,076 円

　歳　　出　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　計　区　分 予算現計額 支出済額 執行率（％）

国民健康保険特別会計 807,444 322,178 39.9
海峡保養センター事業等特別会計 301,903 133,263 44.1
老人保健特別会計 515,203 181,945 35.3
介護保険特別会計 324,818 124,395 38.3
下水道事業特別会計 171,957 53,676 31.2
水道事業会計 190,216 59,246 31.1

計 2,311,541 874,703 37.8

４．町債の状況
会　計　区　分 現　在　高

一 般 会 計 4,263,042 千円
海峡保養センター事業等特別会計 6,526 千円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,174,395 千円
水 道 事 業 会 計 1,110,269 千円

計 6,554,232 千円

人　口　6，515人
世帯数　2，480世帯
※　左記の町民、世帯当たりの金額は町税
予算額をそれぞれの人数で除した金額の
ため、実負担額とは異なります。
◎問い合わせ　企画調整課　財政係
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カ
イ
ロ
で
の
激
闘
か
ら
約
２

週
間
、
泉
浩
選
手
（
旭
化
成
）

が
大
間
町
に
凱
旋
し
、
金
メ
ダ

ル
獲
得
を
祝
う
祝
賀
会
が
９
月

26
日
（
月
）
大
間
町
海
峡
保
養

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

泉
選
手
が
入
場
し
て
く
る
と

今
か
今
か
と
待
っ
て
い
た
会
場

は
、
拍
手
喝
采
で
出
迎
え
。

　

始
め
に
泉
選
手
を
歓
迎
し
て

母
校
で
あ
る
大
間
小
学
校
の
６

年
児
童
に
よ
る
「
津
軽
海
峡
海

鳴
り
太
鼓
」
が
披
露
さ
れ
、
泉

選
手
も
迫
力
あ
る
後
輩
た
ち
の

▲かわいい　めいからの花束に
泉選手もニッコリ　　　　

太
鼓
演
奏
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

つ
づ
い
て
後
援
会
長
で
あ
る

金
澤
町
長
が
「
人
並
み
で
は
で

き
な
い
努
力
を
重
ね
て
き
た
浩

君
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
旧
冷

で
の
応
援
の
声
が
届
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
今
後
も
世

界
王
者
の
重
圧
を
少
し
で
も
取

り
除
け
る
よ
う
地
域
か
ら
大
き

な
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
後
援
会
名
誉
会
長
の
三
村

県
知
事
か
ら
の
祝
電
披
露
や
特

別
顧
問
の
浅
見
前
町
長
か
ら
の

記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

懇
親
会
に
入
る
と
泉
選
手
の

サ
イ
ン
入
り
色
紙
の
ほ
か
、
同

じ
く
サ
イ
ン
の
入
っ
た
「
日
の

丸
扇
子
」
「
マ
グ
ロ
一
筋
Ｔ
シ

ャ
ツ
」
が
当
た
る
抽
選
会
が
行

わ
れ
、
当
選
者
は
泉
選
手
か
ら

直
接
手
渡
さ
れ
、
感
激
し
な
が

ら
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

泉
選
手
は
「
今
回
も
た
く
さ

ん
応
援
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ

で
一
番
良
い
色
の
メ
ダ
ル
を
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
テ

ネ
五
輪
の
借
り
は
、
北
京
五

輪
で
返
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。

最
後
に
三
本
締
め
を
行
い
全

員
で
今
回
の
活
躍
を
祝
し
ま
し

た
。

泉浩選手祝賀会泉浩選手祝賀会

▼

泉
選
手
を
圧
倒
!?　

太
鼓
演
奏

▲

応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
と
抱
負
述
べ
た
泉
選
手

　

（
お
楽
し
み
抽
選
会
）

▼

直
接
受
け
取
り
喜
び
倍
増
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９
月
23
日
（
金
）
北
通
り
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
「
ウ
イ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
電
源
地
域
女

性
懇
談
会
「
ま
ち
づ
く
り
大

間
女
（
お
ま
め
）
の
会
」
に
よ

る
「
だ
す
て
ぇ
や
っ
て
み
る
べ

し
〜
女
の
仕
事
お
こ
し
の
集
い

〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ま
ち
づ
く
り
大
間
女
の

会
（
会
長　

佐
藤
恵
美
子
）
」

は
、
発
電
所
の
立
地
に
よ
っ

て
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
大
間

町
を
女
性
の
視
点
か
ら
見
つ

め
、
考
え
、
行
動
す
る
グ
ル
ー

プ
で
、
今
回
の
懇
談
会
に
は
風

間
浦
、
佐
井
村
や
東
通
村
の
ほ

か
、
山
口
県
上
関
町
、
福
島
県

浪
江
町
な
ど
か
ら
各
々
の
町
・

村
の
将
来
に
つ
い
て
日
々
考
え

行
動
し
て
い
る
方
々
約
60
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
「
そ
ば
処　

田
や
」
嶋

田
涼
子
氏
（
東
通
村
）
、
「
思

い
出
編
集
局
」
坂
口
あ
き
子
氏

（
函
館
市
）
、
「
わ
い
ど
の

木
」
村
口
要
太
郎
氏
（
風
間
浦

村
）
が
起
業
を
思
い
立
つ
ま
で

の
い
き
さ
つ
や
起
業
し
て
か
ら

の
利
用
客
と
の
交
流
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

東
京
工
芸
大
学
の
田
邊
順

子
助
教
授
に
よ
る
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
有
効
利
用
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
」
に
つ
い
て
の
講
話
が

行
わ
れ
た
後
、
参
加
者
は
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
超
マ

グ
ロ
祭
り
」
へ
の
出
店
を
想
定

し
た
井
戸
端
会
議
を
行
い
、
出

展
内
容
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ィ

ア
や
、
そ
れ
を
ど
う
売
れ
ば
良

い
か
を
議
論
し
、
そ
の
結
果
を

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
代
表
者
が
ス

テ
ー
ジ
上
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
様
々
な
活
動
、

起
業
し
て
い
る
方
々
と
意
見
を

交
わ
す
こ
と
に
よ
り
、
「
思
っ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
前
に
進

ん
で
み
る
こ
と
が
大
切
」
と
の

認
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
に
結
成
さ
れ
、
現

在
も
読
み
聞
か
せ
教
室
を
開
催

し
て
い
る
「
大
間
読
書
サ
ー
ク

ル
（
会
長
山
崎
ア
イ
子
）
」
が

社
会
参
加
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
団
体
と
し
て
内
閣

府
よ
り
紹
介
さ
れ
、
９
月
21
日

（
水
）
、
大
間
町
長
よ
り
社
会

参
加
章
の
書
状
と
記
念
の
盾
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
崎
会
長
は
「
会
員
は
も
と

よ
り
、
周
り
の
人
た
ち
に
支
え

ら
れ
て
こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
教
室
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
飽
き
な
い
よ
う
に

『
め
ん
こ
』
や
『
か
る
た
』
な

ど
の
昔
懐
か
し
い
遊
び
の
時
間

も
設
け
な
が
ら
、
読
み
聞
か
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
自
分
が
読
み
聞
か
せ

を
し
た
い
と
言
う
子
や
後
片
付

け
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
子
も
現

れ
て
い
ま
す
。」
と
嬉
し
そ
う

に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

女
性
�
起
業
�
�
�
�

電
源
地
域
女
性
懇
談
会
大
間
懇
談
会

内
閣
府
�
�
記
念
�
盾

大
間
読
書
�
�
�
�

　▲それぞれ起業からこれまでを
　語ってくださいました。

▲様々な意見が飛び出した
　　　　　　　井戸端会議

　　　　▲これまでの活動が内閣府に
　　　　　認められました。



45

　

９
月
25
日
（
日
）
記
念
す
べ

き
20
回
目
と
な
る
「
は
ま
な
す

駅
伝
大
会
」
が
、
農
村
婦
人

の
家
前
を
ス
タ
ー
ト
に
大
間
町

立
公
民
館
前
の
ゴ
ー
ル
ま
で
の

15
・
５
㎞
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
風
間
浦
村
、
佐
井
村

や
昨
年
12
月
に
函
館
市
と
合
併

に
な
っ
た
戸
井
か
ら
も
参
加
が

あ
り
、
小
学
校
、
中
学
校
、
一

般
・
高
校
の
３
部
門
、
計
25

チ
ー
ム
の
選
手
が
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ス
タ
ー
ト
前
に

小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
肌
寒
い
天
気

で
し
た
が
、
10
時
30
分
に
中
・

高
・
一
般
の
部
18
名
が
、
５
分

後
に
は
小
学
校
の
部
７
名
が
農

村
婦
人
の
家
前
を
ス
タ
ー
ト
。

　

約
一
時
間
後
、
タ
ス
キ
を
受

け
継
い
だ
最
終
走
者
た
ち
は
、

次
々
と
大
勢
観
客
が
集
ま
っ
た

大
間
公
民
館
前
の
ゴ
ー
ル
へ
と

飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

 

「
敬
老
の
日
」
を
祝
し
、
９

月
19
日
（
月
・
祝
）
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
く
ろ
ま
つ
」
に

お
い
て
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
間
社
会
福
祉
協
議
会
の
中

島
会
長
は
「
ま
も
な
く
４
人
に

１
人
が
高
齢
者
の
時
代
と
な

る
。
い
か
に
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
に
幸
せ
な
老
後
を
送
っ
て
い

た
だ
け
る
か
利
用
者
の
立
場
に

立
っ
て
今
後
も
運
営
し
て
い
き

た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

米
寿
（
88
歳
）
の
記
念
品
贈

呈
が
な
さ
れ
た
後
、
演
芸
会
に

移
り
、
蛯
子
レ
イ
子
さ
ん
に
よ

る
津
軽
三
味
線
の
演
奏
や
大
間

芸
能
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

踊
り
と
歌
の
披
露
が
あ
り
、

入
所
者
は
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

手
を
叩
く
な
ど
し
、
家
族
と
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

敬
老
の
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

▲

▲スタート直後にいきなり上り坂

▲ガンバレ～の声援の中ゴール

　

芸
能
保
存
会
に
よ
る
踊
り
を

楽
し
む
入
所
者
と
家
族
の
皆

さ
ん

▲

順位 チーム名 タイム
1 大間小学校A 1:03:15
2 奥小チャレンジャーズ 1:03:31
3 大間小学校B 1:05:17
大 会 記 録 0:57:27

順位 チーム名 タイム
1 風間浦中学校A 0:58:11
2 大間中学校選抜 1:00:06
3 奥 戸 中 学 校 1:00:41
大 会 記 録 0:53:40

順位 チーム名 タイム
1 大 間 高 校 S 0:56:28
2 ク ロ バ ラ 0:59:53
3 佐井消防分署 1:00:50
大 会 記 録 0:56:26

小学校の部 中学校の部 一般・高校の部

上位入賞チーム

第
20
回
�
�
�
�
駅
伝
大
会
開
催

�
�
�
�
�
祝
�

�
�

�
�
�
�
�
敬
老
会

第
20
回
�
�
�
�
駅
伝
大
会
開
催



　昼光性である彼らは色覚や視覚にすぐれていて、ほぼ人間と同程度に色を見極める感覚
や視力を持っていると考えられています。これまで各地域で、CD・ペットボトルなどの
光るもの、鏡などの反射物、かかし、ヘビなどの模型、サルの死体、など脅し道具を用い
て対策が行われていますが、効果はほとんどないか、短期間で効果がなくなることが報告
されています。人間とほぼ同じ視覚を持ち、知能も高いニホンザルでは、それが実際に自
分の身に危険を及ぼすものか比較的簡単に判断できるためです。不馴れなものや模型など
のニセモノに対する警戒心の消失は大変早いことが予想され、単純な視覚的刺激を用いた
防除を実行するうえで大きな問題点となっています。



サ ル に 対 す る 基 礎 知 識

★サル対策のための基礎知識★

『
職
場
体
験
学
習
を
通
し
て
』

＝
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
考
え
る
＝

大
間
町
学
力
向
上
推
進
委
員
会

 

奥
戸
中 

教
頭　

中
村　
　

聡

 

「
教
頭
先
生
！
掃
除
！
」
職

員
室
を
ノ
ッ
ク
し
て
、
私
の
顔

を
見
る
な
り
こ
う
言
う
生
徒
が

い
る
。
黙
っ
て
見
て
い
る
と
殆

ど
の
生
徒
は
言
い
直
し
て

 

「
教
頭
先
生
。
掃
除
を
始
め

る
の
で
来
て
下
さ
い
。」
に
な

る
。

　

わ
か
っ
て
い
て
も
な
か
な
か

き
ち
ん
と
言
え
な
い
よ
う
だ
。

　

奥
戸
中
学
校
で
は
、
９
月
の

末
に
全
校
生
徒
が
職
場
体
験
学

習
を
行
っ
て
い
る
。
職
場
体
験

学
習
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
の
活
動
の
一
環
と
し
て
色
々

な
中
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

本
校
で
は
、
１
日
だ
け
だ
が
、

意
外
と
生
徒
に
と
っ
て
は
良
い

刺
激
に
な
っ
て
い
る
。

　

１
年
生
は
、
大
間
地
区
で
行

う
。
自
分
で
定
期
バ
ス
に
乗
っ

て
ど
こ
か
に
行
く
と
い
う
体
験

が
少
な
い
。
バ
ス
の
お
金
を
払

う
の
が
や
っ
と
だ
。

　

２
年
生
は
、
む
つ
市
内
で
行

う
。
大
間
と
違
い
全
く
知
ら
な

い
人
た
ち
の
中
で
、
更
に
や
や

大
き
な
規
模
の
事
務
所
で
の
体

験
に
な
る
の
で
緊
張
感
も
高
ま

り
内
容
も
充
実
し
て
く
る
。
知

ら
な
い
人
の
中
と
い
う
の
が
よ

い
よ
う
だ
。

　

３
年
生
は
、
修
学
旅
行
で
、

職
場
体
験
を
行
っ
た
り
、
色
々

な
伝
統
芸
術
の
体
験
を
し
た
り

と
例
年
工
夫
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
体
験
学
習
を
通
じ

て
、
「
相
手
の
意
図
を
理
解
で

き
な
い
」
「
自
分
の
考
え
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
こ
と

が
大
き
な
壁
に
な
り
問
題
に
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

こ
の
事
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
４
つ
の
大
き
な
柱
の
中
で
、

今
の
子
供
た
ち
に
最
も
必
要
な

の
が
、
「
人
間
関
係
形
成
」
の

た
め
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」
を
高
め
る
事
だ
と
思

う
。

　

私
た
ち
が
子
供
た
ち
と
落
ち

着
い
て
色
々
な
こ
と
を
じ
っ
く

り
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
話

の
内
容
を
理
解
す
る
力
を
育
て
、

敬
語
や
丁
寧
語
を
含
め
た
言
葉

遣
い
や
そ
れ
に
伴
う
態
度
等
を

向
上
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
と

て
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
今

日
あ
た
り
我
が
子
と
世
間
話
を

し
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分

で
言
葉
遣
い
等
を
、
じ
っ
く
り

話
し
た
い
秋
の
夜
長
で
あ
る
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
秋

の
夜
を
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

サルの視覚

　厳しい冬を目前に迎え、農作業も一時休止する季節ですね。以前、簡単にニホンザ
ルの生態や社会について紹介したことがありましたが、この冬は、サルの「感覚」に
関する情報をお届けしたいと思います。サル対策は相手の情報を入手することから始
まります！相手の特性をよく知り、来年の被害対策に役立てましょう。

◇ちょっとおまけの予備知識◇
世界の北限に棲むサル
　ニホンザルは北海道と沖縄を除く、日本の主だった地域に生息しており、下北半島がその北限地に
あたります（南限は屋久島）。同じニホンザルでも南に生息するサルに比べて、からだが大きく、毛
が白っぽくて長い特徴をもっています。また、厳しい冬を乗り切るため毛の密度も高く、このような
長い毛に加えて、秋になると皮下脂肪を蓄えることで外部との断熱効果を得ます。またそれは食物の
乏しい冬の栄養源となっています。
　じつは下北半島は、ニホンザルの北限だけでなく、ヒト以外の世界の霊長類（サルの仲間）の中で
も北限にあたる地域なのです。世界のほとんどのサルは熱帯や温帯に棲んでいるため、積雪地域に棲
むニホンザルは非常に珍しく、欧米では「スノーモンキー」という愛称で親しまれています。そんな
サルたちが引き起こす被害という困った一面はあまり知られていないのですが・・・。

参考文献：
『農林業における野生鳥獣の被害対策基礎知識―シカ、サル、イノシシ―』農林水産技術会議・森林総合
研究所・農業・生物系特定産業技術機構　2003年

（文責：京大霊長研・鈴木克哉）

6



　

戸
外
環
境
は
、
県
内
で
も
数

少
な
い
ほ
ど
の
恵
ま
れ
た
素
晴

ら
し
い
環
境
…
。
さ
ら
に
11
年

度
、
父
兄
の
協
力
を
得
て
園
庭

に
池
を
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
池
の
生
き
も
の
と
身

近
で
触
れ
合
え
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
ま
た
子
供
た
ち
に
と
っ
て

は
素
晴
ら
し
い
環
境
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
５
年
前
に
作
ら
れ

た
池
は
、
汚
れ
が
蓄
積
さ
れ
た

た
め
か
透
明
度
ゼ
ロ
。
今
回
何

と
か
生
き
物
が
住
み
や
す
い
池

を
取
り
戻
し
た
い
と
大
掃
除
を

し
、
水
の
入
れ
替
え
に
挑
戦
し

て
み
ま
し
た
。
ヘ
ド
ロ
化
し
て

い
た
池
の
中
は
想
像
以
上
で
大

変
で
し
た
が
、
今
は
、
き
れ
い

に
透
き
通
っ
た
池
の
中
に
睡
蓮

が
咲
き
、
泳
ぐ
カ
エ
ル
の
姿
も

飛
び
交
う
ト
ン
ボ
も
気
持
ち
良

さ
そ
う
に
感
じ
ら
れ
、
作
業
の

疲
れ
も
忘
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
気
に
か
け
て
い
た
池

の
周
り
の
安
全
対
策
と
し
て
、

タ
イ
ヤ
の
埋
め
込
み
作
業
を
行

　

何
と
か
子
供
た
ち
が
休
ん
で

い
る
間
に
、
園
庭
の
環
境
も
少

し
ず
つ
手
直
し
が
で
き
ま
し
た
。

化
粧
直
し
さ
れ
た
遊
具
に
、

夏
休
み
明
け
、
久
し
振
り
に
登

園
し
た
子
供
た
ち
も
、
〝
き
れ

い
！
〞
喜
ん
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
日
が
作
業
の
連
続
で
あ
り

暑
さ
と
の
戦
い
で
も
あ
り
ま
し

た
が
や
り
遂
げ
た
今
、
や
れ
ば

出
来
る
ん
だ
…
と
、
自
分
た
ち

の
力
を
見
直
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

子
供
た
ち
も
ま
た
、
花
壇
や

畑
の
作
業
を
経
験
し
て
「
自
分

た
ち
で
出
来
る
こ
と
は
自
分
た

ち
で
…
」
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
草
刈
り
機
で
刈
っ
た
後

の
草
の
片
づ
け
作
業
を
み
ん
な

で
し
ま
し
た
。

な
い
と
こ
ろ
は
、
父
兄
の
協
力

を
得
て
い
ま
す
。
今
年
も
園
内

の
梁は
り

の
ほ
こ
り
落
し
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
恒
例
の
事
な

が
ら
今
年
も
綿
ぼ
こ
り
が
ひ
ど

か
っ
た
。

い
ま
し
た
。

　

手
作
業
で
は
果
て
し
な
い
時

間
と
労
力
が
必
要
と
な
る
た
め

父
兄
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
シ

ョ
ベ
ル
カ
ー
で
の
穴
掘
り
を
快

く
受
け
て
も
ら
い
、
最
後
ま
で

手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
池
の
水
を
く
み
取
り 

 

〝
ド
ロ
〞
を
除
く
作
業
」

「
き
れ
い
に
掃
除
さ
れ 

 

変
身
し
た
き
れ
い
な
池
」

「
ス
テ
キ
に
な
り
ま
し
た 

 

あ
り
が
と
う
」

　

ペ
ン
キ
も
塗
ら
れ
新
し
く

「
ヨ
イ
シ
ョ
の
か
け
声
も 

 

い
つ
の
間
に
か
エ
ン
ヤ
ー
に
」

　

そ
し
て
、
ど
う
し
て
も
出
来

「
さ
す
が
で
す
！ 

 

ほ
こ
り
も
す
ご
い
！
」

　

こ
う
し
て
、
自
分
た
ち
の
身

近
な
環
境
を
見
つ
め
直
し
て
み

る
と
ま
だ
ま
だ
改
善
し
た
い
も

の
、
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
限
り
な
く
あ
る

も
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
へ
の
感
謝

と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
入
園
し

て
く
る
子
供
た
ち
に
元
気
い
っ

ぱ
い
遊
び
、
気
持
ち
良
く
過
ご

し
て
も
ら
え
る
た
め
の
課
題
で

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〝
環
境
を
見
直
し
て
〞

 

大
間
幼
稚
園

も
っ
と
す
て
き
に

 

な
っ
た
ら
い
い
ね

も
っ
と
す
て
き
に

 

な
っ
た
ら
い
い
ね

7
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【対　象　者】　満年齢65歳以上の男女及び60～64歳までの心臓、腎臓呼吸器等に重い病気のある方

　　　　　　　　　※大間町に住所をおいている方

　　　　　　　　　※上記に該当しない方については従来どおりの任意接種となりますので、病院にお

確かめ下さい。

【実　施　期　間】　平成17年11月１日～平成18年１月31日

　　　　　　　　月曜日～木曜日　※11時30分までに受付を済ませて下さい。

【実　施　場　所】　大間病院外来

【接　種　料　金】　2,000円　　　※生活保護世帯は０円

【申込み方法】　接種希望日に病院窓口に行き、直接申込みと料金を支払います。

　　　　　　　　　※役場への申込みは不要ですので、お間違えのないようにお願いします。

【問　合　せ　先】　大　間　病　院　医　事　係　　　　　　0175（37）2105

　　　　　　　　大間町役場　住民福祉課　保健係　　0175（37）2111

　

最
近
、
「
環
境
問
題
」
と

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。

地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
、
酸
性
雨
、
森
林
破
壊
、
海

洋
汚
染
、
砂
漠
化
な
ど
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
話
題
に
な
っ
て
い

る
。
原
因
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
環
境

問
題
は
な
か
な
か
解
決
さ
れ
な

い
。

　

自
分
の
日
常
を
ふ
り
か
え

っ
て
み
る
と
テ
レ
ビ
は
つ
け
っ

ぱ
な
し
、
薄
着
の
ま
ま
で
ス
ト

ー
ブ
を
た
く
、
車
の
ガ
ソ
リ
ン

の
値
段
は
気
に
な
る
が
走
る
距

離
は
あ
ま
り
気
に
し
た
こ
と
が

な
い
。
ゴ
ミ
の
分
別
は
ま
あ
ま

あ
や
っ
て
い
る
と
思
う
が
ゴ
ミ

を
減
ら
す
努
力
は
あ
ま
り
し
て

い
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄

遣
い
や
ゴ
ミ
な
ど
日
常
の
生
活

の
な
か
で
習
慣
的
に
行
っ
て
い

る
こ
と
が
環
境
破
壊
に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
、
一
度
環
境
が

破
壊
さ
れ
る
と
そ
れ
を
取
り
戻

す
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ

と
を
頭
の
中
で
は
わ
か
っ
て
い

る
。
今
、
な
に
も
困
っ
て
い
な

い
か
ら
、
な
か
な
か
行
動
に
移

せ
な
い
。

　

口
の
中
に
目
を
向
け
て
み
よ

う
。
食
生
活
の
乱
れ
や
歯
磨
き

を
し
な
い
こ
と
の
繰
り
返
し
が

む
し
歯
に
な
り
や
す
い
環
境
や

歯
周
病
に
な
り
や
す
い
環
境
を

口
の
中
に
作
り
出
す
こ
と
は
頭

の
中
で
は
わ
か
っ
て
い
る
。
一

日
歯
を
磨
か
な
く
て
も
少
し
気

持
ち
悪
い
く
ら
い
だ
し
、
歯
に

穴
が
開
い
て
も
歯
石
が
つ
い
て

い
て
も
わ
ざ
わ
ざ
歯
科
に
行
か

な
く
た
っ
て
痛
く
も
な
い
し
食

べ
物
も
噛
め
る
。
今
は
な
に
も

困
ら
な
い
。
本
当
に
困
る
の
は

歯
が
な
く
な
っ
て
噛
め
な
く
な

っ
た
と
き
で
あ
る
。

　

十
年
後
、
二
十
年
後
、
そ

し
て
五
十
年
後
、
こ
の
辺
の

環
境
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
良
く
な
る
の
か
悪
く
な
る

の
か
、
今
が
大
事
で
あ
る
。
自

分
の
将
来
の
た
め
に
、
ま
た
、

次
の
世
代
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
始
め
て
み
よ
う
、
続
け
て
み

よ
う
。
豊
か
な
森
、
澄
ん
だ
空

気
、
き
れ
い
な
水
、
海
に
は
た

く
さ
ん
の
海
藻
や
魚
。
口
の
中

に
は
き
れ
い
な
歯
、
そ
し
て
健

康
な
体
。
そ
う
で
あ
る
よ
う
心

か
ら
願
う
。

口の中の環境問題



※お問い合わせ・詳細については、役場住民福祉課まで（内線41番）

事業内容 期　日 場　　　所 時　　　間　　　帯

ハ ロ ー

ベビールーム
11月８日(火)

勤 労

青少年ホーム

受付　９：30 ～ 11：30

（対象 H17.６月～７月生まれ）

受付　13：30 ～ 15：30

（対象 H17.３月～４月生まれ）

ふれあいサロン 11月17日(木) 材木婦人の家 13：00 ～

陽だまりの会 11月24日(木)
勤 労

青少年ホーム
13：00 ～ 15：30

ふれあいサロン 12月６日(火) 未 定 13：00 ～

9

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

〜
霜し
も

月つ
き

〜　

　　　　　 お問い合わせ先　大間町教育委員会総務課（担当：菊池、伴）
　　　　　　　　　　　　　 　ＴＥＬ　37－2103
　平成18年４月からの大間町立大間幼稚園児を次のとおり募集しますので、希望する方は期日までに
お申し込みください。

１、申　込　期　日　平成17年11月１日から平成17年11月30日まで
２、入　園　料　等　入園料（年額）5,000円
　　　　　　　　保育料（月額）5,000円
　　　　　　　　諸　費（月額）1,800円程度
　　　　　　　　教材費（年額）4,500円程度
３、募集対象児童　
　　３歳児・４歳児・５歳児（ただし、３歳児については定員15名、４歳児・５歳児は若干名とし、
応募者多数の場合は抽選とします。）

※　申込用紙は、教育委員会及び幼稚園にあります。疑問などありましたら教育委員会総務課までお
問い合わせください。

平成18年度　大間幼稚園児募集について
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　『青森ヒバと下北地域の
　林業・林産業を訪ねる』
『青森ヒバと下北地域の
　林業・林産業を訪ねる』

むつ小川原地域・産業振興
財団の事業募集のお知らせ
むつ小川原地域・産業振興
財団の事業募集のお知らせ
　財団法人むつ小川原地域・産業振興財団は平
成元年３月に原子燃料サイクル事業者の協力の
もとに青森県によって設立され、県内各地の産
業振興や地域づくりの活動に幅広く支援してい
ます。
　平成18年度のむつ小川原地域・産業振興プロ
ジェクト支援事業を次のとおり募集していま
す。
〇助 成 事 業　地域の活性化及び産業の育成・
　　　　　　　振興を図る事業
〇助　成　金　事業費の５分の４以内、助成限
　　　　　　　度額は１件当たり200万円
〇助成対象者　県内の市町村、産業団体、地域
　　　　　　　づくりグループなど
〇募 集 期 間　平成17年10月１日～11月30日
〇応募方法等　役場企画調整課または財団にご
　　　　　　　相談ください。

〈応募先〉　
財団法人むつ小川原地域・産業振興財団
　〒030－0861
青森市長島２丁目10－４（ヤマウビル７階）
TEL017－773－6222　FAX017－773－6245
HP　http://www.jomon.ne.jp/~mozaidan/

　郷土を代表する青森ヒバは、日本三大美林の
一つに数えられ本県が全国の資源量の大部分を
占めており、下北半島には、最も多く分布して
います。
　むつ市の大畑町奥薬研には、ヒバの試験地と
して昭和６年に設定された歴史のある「大畑ヒ
バ施業実験林」があります。
　晩秋の薬研渓谷のヒバ林、高性能林業機械に
よる作業現場及び製材工場を訪ね青森ヒバと地
域の林業、林産業について見聞を広めましょ
う。
〈い つ〉11月18日（金）小雨決行
　　　　　　　　　　　午前９時半～午後３時
〈集 合 場 所〉下北森林管理署
　　　　　　　　（むつ市金曲一丁目４の６）
　　　※集合場所までは各自お出でください。
〈申 込 方 法〉電話でお申込みください。
〈定 員〉50名
〈準備するもの〉・軽装で動きやすい履き物
　　　　　　　　　・雨具
〈そ の 他〉昼食、飲み物は主催者で準
　　　　　　　　　備。
〈問合せ・申込先〉下北森林管理署　諏

す

訪
わ

　　　　　　　　　　TEL　２２－１１３１

て
い
る
事
業
主
は
、
高
年
齢
者

の
65
歳
（
注
）
ま
で
の
安
定
し

た
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
、
次

の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
の
高

年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①　

定
年
の
引
上
げ

②　

継
続
雇
用
制
度
の
導
入

③　

定
年
の
定
め
の
廃
止

　

な
お
、
②
の
継
続
雇
用
制
度

に
つ
い
て
は
、
原
則
は
希
望
者

全
員
を
対
象
と
す
る
制
度
の
導

入
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

各
企
業
の
実
情
に
応
じ
労
使
の

工
夫
に
よ
る
柔
軟
な
対
応
が
と

れ
る
よ
う
事
業
主
が
、
労
使
協

定
に
よ
り
、
継
続
雇
用
制
度
の

対
象
と
な
る
高
年
齢
者
に
係

る
基
準
を
定
め
、
当
該
基
準
に

基
づ
く
制
度
を
導
入
し
た
と
き

は
、
②
の
措
置
を
講
じ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

（
注
）
こ
の
年
齢
は

・
平
成
18
年
４
月
以
降
62
歳

・
平
成
19
年
４
月
以
降
63
歳

・
平
成
22
年
４
月
以
降
64
歳

・
平
成
25
年
４
月
以
降
65
歳

と
段
階
的
に
引
上
げ
ら
れ
ま

す
。

詳
し
く
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
む
つ

　
　

（
公
共
職
業
安
定
所
）

　
　
　
　
　

℡
２
２

－

１
３
３
１

　

青
森
県
最
低
賃
金
は
、
10
月

１
日
か
ら
時
間
額
で
６
０
８
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
森
県
最
低
賃
金
は
、
産
業

別
最
低
賃
金
（
４
業
種
）
が
適

用
さ
れ
る
労
働
者
を
除
き
、

県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

（
常
用
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
問
わ
な
い
）
と
そ

の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

使
用
者
は
最
低
賃
金
に
つ
い

て
常
時
見
や
す
い
場
所
に
提
示

を
す
る
か
、
そ
の
他
の
方
法
で

労
働
者
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
最
低
賃
金
に
関
す
る

お
問
合
せ
は

青
森
労
働
局　

賃
金
室

℡
０
１
７

－

７
３
４

－

４
１
１
４

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
ま
で
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
、

65
歳
未
満
の
定
年
の
定
め
を
し

最
低
賃
金
改
正

最
低
賃
金
改
正

65
歳
�
�
�
高
年

齢
者
雇
用
確
保

措
置
�
義
務
化

65
歳
�
�
�
高
年

齢
者
雇
用
確
保

措
置
�
義
務
化
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　国民年金保険料の納め忘れがあると、老齢基礎年
金が受けられなくなったり年金額が減額となる場合
があります。また、障害基礎年金や遺族年金につい
ても受けられない場合があります。
　社会保険事務所では皆さまの大切な年金権を確保
するために、納付期限を過ぎても保険料が納められ
ていない方へ、電話や戸別訪問によって納付のご案
内をしています。（土曜、日曜日や夜間も実施して
います）。戸別訪問では、社会保険事務所職員、国
民年金推進員、収納指導員が身分証明書を携帯して、
保険料の収納、年金制度の周知の目的でお伺いして
います。
　なお、電話や訪問による納付のご案内では、個人
情報を聞き出すことはありません。最近社会保険事
務所職員を装い、個人情報を聞き出そうとする不審
な電話が発生していますが、「あやしい？」と思っ
たらすぐに回答せずに、お近くの社会保険事務所へ
お問い合わせください。

　平成17年工業統計調査を12月31日現在で行いま
す。
　調査の実施に当たっては、本年12月から来年１月
にかけて調査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入していただいた内容について
は、統計法に基づき秘密が厳守されますので、正確
なご記入をお願いします。

経済産業省　
青　森　県　
大　間　町　

製造事業所の皆さまへ
統計調査にご協力ください

電話や戸別訪問による
納付のご案内をしています

配管工認定講習のお知らせ

〇日　　時 平成18年２月１日(水)14：00～
〇場　　所 青森会場　　　　　　　　　　
 青森県水産ビル７階大会議室
〇申込受付 平成17年11月28日(月)　　　　
 ～12月15日(木)　　
　[申込書の配布　11月22日(火)～]
　受講料4，000円
　※詳しい申込手続、受験資格等は、役場上
下水道課下水道係までお問い合わせくだ
さい。

　社会保険事務所では、今年７月にウイング
において出張相談所を開設しましたが、その
際こられなかった人または、聞き逃したこと
があったなど、まだまだ年金について相談し
たいことがある方のために、再度出張相談所
を開設いたします。
　皆さまの年金についてのご相談をお聞きし
ますので保険料の納入・免除または年金の加
入状態など相談・確認などしたい方は、お気
軽にご来場ください。

日　　程 開催場所 開催時間
11月 24日（木）大間公民館 11：00～ 14：00
12 月 21 日（水）大間公民館 11：00～ 14：00

国立宮古海上技術学校　　　　
　　　　　　　　　生 徒 募 集

１．　概　　要　修業年限３年間の船員教育機関
２．　募集人員　本科生40名
３．　受験資格①平成18年4月１日において満15歳以上の者
　　　　　　　②中学卒業者若しくは中等教育学校の前期
　　　　　　　　課程を修了した者（見込のものを含む｡)
４．　募集日程

受　付　期　間 試 験 日
推薦入試 1月6日(金)～1月23日(月) 1月26日(木)
一般入試 1月6日(金)～2月 7 日(火) 2月12日(日)

５．　試験科目
【一般入試】筆記試験（国語、数学、英語）、身体検査、
　　　　　　面接
【推薦入試】作文、面接、書類審査、身体検査
６．　お問い合わせ先
　　　〒027－0024　岩手県宮古市磯鶏2丁目5番10号　
　　　宮古海上技術学校　教務課
　　　TEL　0193－62－5316　FAX　0193－62－5440
　　　HPアドレス　http://www.rnac.ne.jp/̃miyakai
　　　E-mail　miyakai@rnac.ne.jp

●海峡保養センター
　【営業時間】午前9時～午後9時

●養老センター
　※ポンプ補修作業のため、現在休館
となっております。再開の際は、
その旨放送いたしますので、皆さ
まには大変ご不便をお掛けいたし
ますが、今しばらくお待ちくださ
い。

〇便利でお得な、割引回数券のご利用
をおすすめします。

年金出張相談実施のお知らせ



人 口 男 女 世 帯 数

総数 6,515(－７) 3,276 (－７) 3,239 (±０）2,480 (±０）

大間 4,937 (－７）2,474 (－８）2,463 (＋１）1,946 (±０）

奥戸 1,353 (±０）　688 (＋１）　665 (－１）　463 (±０）

材木 　225 (±０）　114(±０）　111 (±０）　 71 (±０）

「
戸
籍
の
窓
」
に
は
大
間

町
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人
の
出
生
、
死
亡
、
結

婚
に
つ
い
て
記
載
し
ま
す

が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
尊
重
す
る
意
味
で
載
せ

て
ほ
し
く
な
い
人
は
届
出

の
際
に
係
に
申
し
出
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

安田　優
ゆ り

里（泰輔）　　駒井　右
う

京
きょう

（浩二）
泉　　夢

ゆめ

華
か

（義高）　　伊藤　咲
さ く ら

花（俊）
吉本奈

な な か

々華（英亮）　　亀谷　柚
ゆず

芭
は

（弘敏）
柿﨑　優

ゆう

斗
と

（儀貴）　　新井田瑛
えい

二
じ

（大輔）

「
わ
が
家
の
め
ん
こ
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
　
　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
企
画
調
整
課
広
報
係　

電
話
37

－

２
１
１
１　

 
　

今
月
、
大
間
読
書
サ
ー
ク
ル

の
記
事
を
載
せ
て
い
ま
す
が
、

今
年
で
結
成
17
年
目
。

　

「
継
続
は
力
な
り
」
と
言

い
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り

で
、
現
在
も
34
名
の
会
員
が
活

動
し
、
多
く
の
子
ど
も
の
心
に

読
書
の
楽
し
さ
を
届
け
て
い
ま

す
。

　

ち
な
み
に
、
自
分
は
国
語

の
教
科
書
も
結
構
面
白
い
話
が

載
っ
て
い
る
の
で
楽
し
ん
で
読

ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
、
学
校
に
通
っ
て
い
る
生

徒
・
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
教
科

書
で
気
に
な
っ
た
作
品
が
あ
っ

た
ら
、
そ
の
著
者
の
他
の
作
品

も
読
ん
で
み
る
な
ど
す
れ
ば
、

意
外
と
す
ぐ
に
読
書
好
き
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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イ
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不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や

家
屋
を
取
得
し
た
と
き
に
一
度

だ
け
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で

す
。
そ
の
軽
減
制
度
と
し
て
次

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
（
家
屋
）
の
取
得
に
つ

い
て
の
軽
減
制
度

・
新
築
で
床
面
積
が
50
㎡
以
上

２
４
０
㎡
以
下
で
あ
る
住
宅

（
特
例
適
用
住
宅
）
、
ま
た
は

上
記
の
条
件
で
未
使
用
の
建
売

住
宅
等
を
購
入
し
た
場
合
、
最

高
１
２
０
０
万
円
が
価
格
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

・
既
存
（
中
古
）
住
宅
を
自
己

の
居
住
の
た
め
に
取
得
し
、
そ

の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
２
４
０

㎡
以
下
の
も
の
で
、
新
築
後

の
経
過
年
数
が
20
年
以
内
（
木

造
）
で
あ
る
場
合
、
住
宅
の
新

築
さ
れ
た
時
期
に
応
じ
て
最
高

１
２
０
０
万
円
が
価
格
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

住
宅
用
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

の
軽
減
制
度

・
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら
３

年
以
内
に
そ
の
土
地
の
上
に
あ

る
特
例
適
用
住
宅
を
取
得
、
ま

た
は
土
地
を
取
得
し
た
日
前
１

年
の
期
間
内
に
特
例
適
用
住
宅

を
取
得
し
て
い
た
場
合
に
は
、

法
律
で
定
め
る
金
額
が
税
額
か

ら
減
額
さ
れ
ま
す
。

・
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
の

土
地
の
取
得
で
、
取
得
日
か
ら

３
年
以
内
に
そ
の
土
地
の
上
に

あ
る
住
宅
を
取
得
（
同
時
取
得

を
含
む
）
、
ま
た
は
取
得
し
た

日
前
１
年
の
期
間
内
に
そ
の
土

地
の
上
に
あ
る
住
宅
を
取
得
し

て
い
た
場
合
に
は
、
税
額
の

４
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
な
お
、
こ
れ
ら
の
軽
減

を
受
け
る
た
め
に
は
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は　

む
つ
県
税
事
務
所
課
税
課

　

電
話　

22

－

８
５
８
１

　
　
　

（
内
線
２
０
８
）

( 杉田　紀雄（大間町）( 天内　真範（東京都）  阿部きくゑ（大間町）    種市　有希（大間町）

蛯子　英子　80 才　　　鈴木　麻直　91 才
田中　勇藏　63 才　　　齋藤　良彦　69 才
藤枝　ひで　82 才　　　田中　　茂　57 才
石澤　　徹　90 才　　　細間　澄子　54 才
長谷川絹子　86 才

不
動
産
取
得
税
�
県
税
�
��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

軽
減
制
度
�
�
�
�
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